
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和3年11月10日（水）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：成田　春佳
	藤原
	成田
	金井
	松舘
	川守田
	国光
	滝田
	澤田
	種市
	織田
	小沼

	○
	○
	休
	休
	○
	休
	深
	休
	深
	〇
	休

	坂本
	畑中
	見上
	大湊
	松村
	柴田
	金谷
	土橋
	小原
	荒木田
	佐々木

	準
	休
	○
	〇
	準
	休
	五福
	欠
	年
	休
	深

	中村
	山之口
	中野
(三)
	
	
	

	
	
	
	
	

	休
	準
	欠
	
	

	
	
	

	

	
	



＜病棟連絡事項＞
・今月初めから、原因不明の内・外線電話およびパソコンの回線不調が頻発しています。
  不具合が発生したときは、庶務まで報告をしてください。
　庶務不在の時間帯は電話機の後ろに刺さっているLANケーブルを抜き差ししてみてく
ださい。（電話機後ろのケーブルコネクタ左側の「LAN」の方です）
now　loading...となった後、しばらくして電話機とそれに繋がるパソコンが復帰することがあります。

＜患者様連絡事項＞
・鈴木　洋光様～食事摂取出来ている為、田中Drより本日より点滴中止の指示あり。

・太田　留美子様～持参の漢方薬は明日より当院処方へ切り替えとなる。

・中山　清司様～本人より食事量増量の希望あり。田中Drより1800Kcalへ増量して良
いとの指示あり。ただし、食事量増やしても間食のカロリー守らないようであれば、食事の制限を厳しくするとの事。

・小栗　健太郎様～精神状態落ち着いている為、田名部Drより東Aから東Bへ正式移動可の指示あり。

・高橋　琢二様～田中Drよりジャヌビア同内容にて処方となる(腎機能低下傾向の為)。
　　　　　　　　また、尿量減少してきている為、水分摂取量増やすよう指示あり。

・菊池　智恵様～残食多い為、常食から軽々食へ変更となる。

・木村　邦司様～採血結果より腎機能低下ある為、粥・キザミからハーフ食の粥・キザ
　　　　　　　　ミ、カロビタンゼリー3本/日へ変更となる。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前･午後1時間の開放観察指示あり。開放中は他室侵入や他者の私物弄り等迷惑行為頻回にあり早めに開放観察終了している。入室中は奇声あげながら自室内を徘徊している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。9:00～17:00開放観察指示あり。開放時に要求あり、対応後も繰り返し同じ要求を続けている。次第に興奮し奇声を発し落ち着かず、不穏時レボトミン服用。以降は他者と適度な距離間で交流するが、徐々にしつこく付き纏いあり。介入するも大声で奇声発し興奮あり、10:30早めに身体拘束再開している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・鈴木　洋光様～身体拘束中。各食介助で全量摂取している。バイタルサイン異常無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・三浦　みよ子様～来詰多く話掛け頻回で、まとまりない発言聞かれている。介入にて話を切り上げる事は出来ている。易怒性や興奮は無い。

＜深澤Dr診察情報＞
・澤口　利香様～臨時薬処方変更無し。日誌より下ろしていいと指示あり。

・飯田　修子様～臨時薬処方変更無し。

・高橋　琢二様～臨時薬処方変更無し。

・斎藤　いさ子様～点滴、臨時薬同内容にて処方となる。

・中山　真由美様～臨時薬処方変更無し。インフルエンザワクチンは本人拒否している。

・中山　清司様～臨時薬処方変更無し。血糖測定は4検継続の指示あり。

・中川原　田鶴子様～臨時薬処方変更無し。

＜小柳Dr診察情報＞
・城前　実様～臨時薬11/17～レボトミン5㎎減量、その他同内容で処方となる。

・平野　照子様～臨時薬セロクエル錠75㎎→150㎎へ増量、その他同内容で処方となる。

・田中　信作様～臨時薬同内容で処方となる。

・沼畑　宮子様～臨時薬セロクエル錠75㎎→150㎎へ増量、その他同内容で処方となる。

・梅澤　昭策様～臨時薬酸化マグネシウム錠330㎎３錠毎食後追加、その他同内容で処方となる。

[bookmark: _GoBack]＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和3年11月10日 15:03
　氏　　名：小向　美幸（こむかい　みゆき）様　　
　生年月日：昭和47年7月9日　49歳
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（経過）
　R3年8月中旬に夜間トイレ覚醒した際に、気持ち悪くなり脂汗が出る事あり。それ以
降、落ち着かない感じや息切れ、動悸が出現。また、夜間覚醒した際に悪い事ばかり考
えてしまい、パニックになることあり。様々な病院を受診するが改善なく”死にたい”
と考えてしまうことあり。本日あおぞらクリニック受診した際に本人及び家族より入院
希望あり。同院より当院へ紹介となり、R3.11.10東Bユニットへ任意入院となる。

　　　　　　　　　　


